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2

次
の
本
へ
｜
文
化
施
設
広
報
担
当

3

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
｜
漢
字
で
ゲ
ッ
ト

6

シ
ャ
ラ
ポ
ワ

リ
オ
五
輪
絶
望
的

9

播
磨
か
ら
体
操
五
輪
選
手
を

ラ
ジ
オ
・
Ｂ
Ｓ

商
況

小
説

オ
ラ
ク
ル

田
植
え
終
わ
り
ま
し
た

な
じ
み
の
魚
屋
さ
ん
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
箱
を
も
ら
い
、
田
ん
ぼ
に
し
て
い
る

の
。
ガ
レ
ー
ジ
の
屋
上
に
小
さ
な
苗
代
を

作
り
、
６
月
に
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱

に
田
植
え
を
し
ま
す
…
。

▼
６
面

オ
バ
マ
大
統
領
の

折
り
鶴
を
公
開
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同
時
間
帯
ロ
シ
ア
艦
も
航
行
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2012年に公開された中国海軍のフリゲート艦 防衛省提供
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フリゲート艦 高

速で機動性があり、

対潜、対空、護衛などの

任務に当たる艦船。一般

的に小型のものをいう

が、駆逐艦級の艦船を指

す場合もある。各国の軍

事情報をまとめているジ

ェーン年鑑などによる

と、中国海軍はこのクラ

スを約 隻保有している

とされる。今回、尖閣諸

島周辺の接続水域に入っ

た中国軍艦は、ジャンカ

イⅠ級フリゲートと呼ば

れる種類で、全長132㍍、

排水量3963㌧。中国軍は

２隻を配備している。

総
合
職
に
も
在
宅
勤
務

ト
ヨ
タ
導
入

万
人
対
象
に

丸
中
数
字
は
順
に

｜

時
、
あ
す
０
｜

６
時
、
６
｜

時
の
降
水
確
率

兵庫南部（今夜）西の風 曇 波高 ㍍（明

日）北東の風日中南西の風 晴時々曇 波

高 ㍍

兵庫北部（今夜）北の風 曇 波高 ㍍（明

日）南東の風日中北の風 曇昼前から晴

波高 ㍍ （日本気象協会関西支社）

仙 台 東 京

広 島 高 松

鹿児島 那 覇

時 時 時
３
時

６
時

９
時 時 時 時

神 戸

姫 路

西 脇

柏 原

豊 岡

洲 本

大 阪

京 都

札 幌

名古屋

福 岡

上
が
最
高
、
下
が
最
低

気
温
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石
の
上

泳
ぐ
金
魚
絵

公開制作する岩田明久さん 右 と櫻

井洋仁さん 観光客とも会話を交わ

しながら 石に泳ぐ金魚の世界観を

伝える

神戸の岩田さん 仏マルセイユに出展

庭
の
一
角
に
配
置
さ
れ
た
石
の
上
で

泳
ぐ

金
魚

い
ず
れ
も
神
戸
市
中
央
区

北
野
町
３

萌
黄
の
館

６
月

日
か
ら
フ
ラ
ン
ス

・
マ
ル
セ
イ
ユ
で
開
か
れ
る

芸
術
展
「
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｕ
ｌ

ａ
ｒ
ｔ
（
コ
ン
サ
ル
ア
ー

ト
）
」
に
、
神
戸
の
絵
師
が

金
魚
を
描
い
た
天
然
石
の
作

品
を
出
展
す
る
。
日
本
の
美

と
感
性
を
表
現
し
た
優
雅
な

姿
を
、
半
世
紀
を
超
え
て
神

戸
と
交
流
す
る
地
中
海
の
港

町
へ
届
け
る
。

須
磨
区
の
金
魚
絵
師
「
Ｇ

Ａ
Ｎ
（
ガ
ン
）
」
こ
と
、
岩

田
明
久
さ
ん

。
５
年
前

か
ら
絵
筆
を
取
り
、
和
歌
山

県
産
の
御
浜
小
石
に
金
魚
を

描
き
続
け
て
い
る
。

「
水
中
を
涼
や
か
に
泳

ぐ
美
し
さ
を
、
固
い
石
の
上

に
定
着
さ
せ
た
か
っ
た
」
。

北
野
の
「
萌も

え

黄ぎ

の
館
」
で
常

設
展
示
し
、
創
作
の
様
子

も
定
期
的
に
披
露
し
て
い

る
。今

回
、
神
戸
と
マ
ル
セ
イ

ユ
両
市
の
友
好

周
年
記
念

と
し
て
、
現
地
の
選
考
委

員
会
が
神
戸
ゆ
か
り
の
芸
術

家
２
人
を
選
出
。
岩
田
さ
ん

と
、
前
衛
的
な
作
風
で
知

ら
れ
る
書
家
岩
坂
典
子
さ

ん
の
作
品
が
、
マ
ル
セ
イ
ユ

市
内
の
美
術
館
「
メ
ゾ
ン
・

ド
ュ
・
ア
ル
テ
ィ
ザ
ナ
」
に

７
月

日
ま
で
展
示
さ
れ

る
。萌

黄
の
館
で
行
う
公
開
制

作
は
、
外
国
人
観
光
客
の
反

響
が
特
に
大
き
い
と
い
う
。

岩
田
さ
ん
は
、
芦
屋
市
の

櫻
井
洋
仁
さ
ん

が
彩
色

し
た
流
木
に
も
金
魚
を
描

き
、
創
作
の
幅
を
広
げ
て
い

る
。
「
丹
念
に
、
思
い
を
込

め
て
描
い
た
金
魚
に
、
普
遍

的
な
美
を
感
じ
取
っ
て
も
ら

え
た
ら
」
と
、
手
の
ひ
ら
に

乗
せ
た
小
石
に
〝
命
〞
を
吹

き
込
ん
で
い
る
。

（
大
山
伸
一
郎
）
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色問答のこと
⊂⊂⊂⊂⊂⊂ 福井 栄一

２
人
で
や
る
言
葉
遊
び

「
色
問
答
」
を
ご
存
じ
か
。

１
人
が
、
特
定
の
色
を
詠

み
こ
ん
だ
定
型
の
下
の
句
を

出
題
。
も
う
１
人
は
、
そ
の

色
を
呈
す
る
物
を
即
興
で
三

つ
並
べ
て
上
の
句
を
作
る
、

と
い
う
も
の
。
大
人
向
け
の

高
度
な
知
的
遊
戯
だ
。

た
と
え
ば
、相
手
に「
『
青

い
青
い
が

青
い
な
り
け

り
』
に
ど
う
付
け
る
？
」
と

問
わ
れ
た
ら
、
あ
な
た
は
、

青
色
の
物
の
名
を
三
つ
織
り

込
ん
で
、
す
ば
や
く
上
の
句

を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

ち
な
み
に
「
青
」
の
解
答

例
は
「
夏
空
に

海
原
晴
れ

て

松
林
」。夏
空
、
海
原
、

松
林
。
い
ず
れ
も
青
を
イ
メ

ー
ジ
さ
せ
る
も
の
ば
か
り
な

の
で
、
問
答
は
め
で
た
く
完

結
と
な
る
。

で
は
、
色
を
赤
に
変
え
、

下
の
句
を
「
赤
い
赤
い
が

赤
い
な
り
け
り
」
と
し
た
ら
、

上
の
句
を
ど
う
詠
む
？

古
典
的
な
解
答
例
は
、「
金

時
が

鯛た
い

ぶ
ら
下
げ
て

火

事
見

い
」
。

こ
こ
で
「
金
時
」
と
は
、

坂
田
金
時
と
い
う
英
雄
の
こ

と
。
平
安
中
期
の
武
将
・
源

頼
光
に
仕
え
、
鬼
退
治
の
武

勇
で
知
ら
れ
た
。
幼
名
・
金

太
郎
時
代
の
活
躍
は
、
絵
本

で
も
お
馴な

染じ

み
だ
。
そ
の
豪

傑
が
赤
ら
顔
で
、
赤
い
鯛
を

ぶ
ら
下
げ
て
、
赤
い
炎
で
焼

け
た
家
へ
火
事
見

い
へ
行

く
か
ら
、
赤
が
三
つ
揃そ

ろ

う
。

さ
て
、
こ
ん
な
話
が
あ
る
。

「
黒
」
を
歌
題
に
色
問
答

を
ふ
っ
か
け
ら
れ
た
男
が
、

し
ば
し
考
え
た
末
、
「
黒
牛

が

炭
俵
背し

負ょ

い

峠
越
え

黒
い
黒
い
が

黒
い
な
り

け
り
」
と
答
え
た
。

周
囲
の
者
た
ち
は
「
そ
れ

じ
ゃ
あ
駄
目
だ
。
黒
牛
と
炭

俵
。
黒
い
も
の
が
二
つ
し
か

な
い
よ
」
と
抗
議
す
る
が
、

男
は
「
い
や
い
や
、
黒
い
も

の
は
ち
ゃ
ん
と
三
つ
揃
っ
て

い
る
」
と
涼
し
い
顔
。

「
な
ら
ば
、
三
つ
目
の
黒

は
何ど

処こ

に
？
」
と
訊た

ず

ね
た
と

こ
ろ
、
男
曰い

わ

く
、

「
荷
物
が
重
く
て
、
牛
が
苦

労
（
黒
）
し
て
い
る
」

（
ふ
く
い
・
え
い
い
ち
‖

上
方
文
化
評
論
家
）

東
証
が
反
落

一
時

円
安

９
日
午
前
の
東
京
株
式

市
場
は
、
円
高
や
景
気
先

行
き
懸
念
か
ら
売
り
注
文

が
先
行
し
、
日
経
平
均
株

価
（
２
２
５
種
）
は
反
落

し
た
。
下
げ
幅
は
一
時
１

５
０
円
を
超
え
た
。

午
前
終
値
は
前
日
終
値

比
１
５
３
円

銭
安
の
１

万
６
６
７
７
円

銭
。
東

証
株
価
指
数
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ

Ｘ
）
は

・

㌽
安
の
１

３
３
８
・

。

外
国
為
替
市
場
の
円
相

場
が
対
ド
ル
で
１
㌦

１

０
６
円
台
の
円
高
水
準
で

推
移
し
た
こ
と
や
、
４
月

の
機
械
受
注
統
計
の
内
容

が
悪
化
し
た
こ
と
が
嫌
気

さ
れ
た
。
中
国
と
ロ
シ
ア

の
軍
艦
が
沖
縄
県
・
尖
閣

諸
島
周
辺
の
接
続
水
域
に

一
時
入
り
、
国
際
情
勢
へ

の
警
戒
感
も
広
が
っ
た
。

一
方
、
米
ダ
ウ
工
業
株

種
平
均
の
上
昇
を
材
料
視

し
た
買
い
戻
し
の
動
き
も

一
部
で
み
ら
れ
た
。

初
確
認

大
使
呼
び
抗
議

接
続
水
域
と
領
海

１
９
７
７
年
に
施
行
さ

れ
た
領
海
法
に
よ
り
、
日
本

の
領
海
幅
は
３
㌋
（
約
５
・

６
㌔
）
か
ら

㌋
（
約

㌔
）

に
拡
張
さ
れ
た
。
領
海
の
さ

ら
に
外
側
約

㌔
の
範
囲
に

接
続
水
域
が
設
け
ら
れ
、
通

関
や
出
入
国
管
理
な
ど
自

国
の
法
律
を
適
用
で
き
る
。

銃
器
、
麻
薬
の
密
輸
や
密
入

国
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、

国
連
海
洋
法
条
約
は
締
結

国
に
設
定
す
る
権
利
を
認
め

て
い
る
。
日
本
は
同
条
約
を

批
准
し
た

年
に
領
海
法
を

改
正
し
、
接
続
水
域
を
定
め

た
。

防
衛
省
は
９
日
、
中
国
海
軍
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
１
隻
が
、
沖
縄
県
・
尖
閣
諸
島
の
久く

場ば

島じ
ま

周
辺
の
接
続
水
域

に
同
日
未
明
、
一
時
入
っ
た
と
発
表
し
た
。
領
海
侵
入
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
尖
閣
周
辺
の
接
続
水
域
で
は

こ
れ
ま
で
、
中
国
海
警
局
の
船
が
相
次
い
で
航
行
し
て
き
た
が
、
中
国
海
軍
艦
を
確
認
し
た
の
は
初
め
て
。
外

務
省
が
中
国
側
に
抗
議
し
た
。
ロ
シ
ア
海
軍
の
駆
逐
艦
も
同
じ
時
間
帯
に
近
く
の
接
続
水
域
に
入
っ
て
お
り
、

防
衛
省
は
両
国
海
軍
の
動
き
の
関
連
を
調
べ
る
。
ロ
シ
ア
に
は
注
意
喚
起
し
た
。

（
７
面
に
関
連
記
事
）

政
府
は
、
官
邸
の
危
機

管
理
セ
ン
タ
ー
に
情
報
連

絡
室
を
設
置
。
安
倍
晋
三

首
相
は
、
関
係
省
庁
や
米

国
な
ど
と
緊
密
に
連
携

し
、
警
戒
監
視
に
全
力
を

尽
く
す
よ
う
指
示
し
た
。

菅
義
偉
官
房
長
官
は
記
者

会
見
で
「
こ
の
よ
う
な
緊

張
感
を
一
方
的
に
高
め
る

行
為
は
行
わ
な
い
よ
う
中

国
に
求
め
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

防
衛
省
に
よ
る
と
、
午

前
０
時

分
ご
ろ
、
尖
閣

諸
島
の
久
場
島
北
東
の

接
続
水
域
に
南
下
し
て
入

っ
た
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
は
、

午
前
３
時

分
ご
ろ
、
尖

閣
諸
島
の
大
正
島
北
北

西
の
接
続
水
域
か
ら
出
て

北
に
向
か
っ
た
と
い
う
。

海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦

「
せ
と
ぎ
り
」
が
確
認
し

た
。ま

た
、
８
日
午
後
９
時

分
ご
ろ
、
ロ
シ
ア
海
軍

の
駆
逐
艦
な
ど
３
隻
も
久

場
島
と
大
正
島
の
間
の
接

続
水
域
に
入
っ
て
北
進

し
、
９
日
午
前
３
時
５
分

ご
ろ
に
同
水
域
外
に
出
た

の
を
海
自
護
衛
艦
「
は
た

か
ぜ
」
が
確
認
し
た
。

接
続
水
域
の
航
行
は
国

際
法
上
問
題
が
な
く
、
ロ

シ
ア
軍
艦
は
過
去
に
尖
閣

諸
島
周
辺
の
接
続
水
域
を

航
行
し
た
こ
と
も
あ
る
。

外
務
省
の
斎
木
昭
隆
事

務
次
官
は
９
日
午
前
２
時

ご
ろ
、
中
国
の
程
永
華
駐

日
大
使
を
外
務
省
に
呼

び
、
「
一
方
的
に
緊
張
を

高
め
る
行
為
で
日
本
と
し

て
受
け
入
れ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
」
と
重
大
な
懸

念
を
表
明
し
抗
議
。
直
ち

に
出
域
す
る
よ
う
要
求
し

た
。
日
本
政
府
関
係
者
に

よ
る
と
、
程
氏
は
「
抗
議

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

た
だ
緊
張
の
エ
ス
カ
レ
ー

ト
は
懸
念
し
て
お
り
、
中

国
政
府
に
至
急
伝
え
る
」

と
述
べ
た
と
い
う
。

こ
れ
に
先
立
ち
午
前
１

時

分
ご
ろ
に
は
外
務
省

の
石
兼
公
博
ア
ジ
ア
大
洋

州
局
長
が
劉
少
賓
駐
日
中

国
大
使
館
公
使
に
同
様
に

抗
議
し
た
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
、
在

宅
勤
務
制
度
を
８
月
に
も

大
幅
に
拡
充
す
る
こ
と
で

労
働
組
合
と
調
整
に
入
っ

た
こ
と
が
９
日
、
分
か
っ

た
。
子
育
て
中
の
社
員
の

支
援
や
介
護
離
職
の
防

止
、
仕
事
の
効
率
化
な
ど

に
つ
な
げ
る
狙
い
で
、
総

合
職
の
多
く
が
対
象
と
な

る
。
従
来
は
早
期
復
職
を

前
提
と
し
、
１
歳
未
満
の

子
ど
も
を
育
て
る
社
員
ら

に
限
定
し
て
い
た
。

新
た
な
制
度
で
は
、
子

育
て
や
親
の
介
護
が
必
要

な
社
員
を
中
心
に
、
常
時

数
百
人
規
模
が
在
宅
勤
務

を
活
用
す
る
展
開
を
想
定

し
て
い
る
。
週
１
日
、
２

時
間
だ
け
出
社
す
る
こ
と

を
義
務
付
け
る
が
、
そ
れ

以
外
の
時
間
は
自
宅
で
働

け
る
よ
う
に
す
る
。
勤
務

内
容
を
踏
ま
え
、
上
司
の

承
認
を
得
る
必
要
が
あ

る
。こ

の
ほ
か
、
書
類
作
成

な
ど
出
社
し
な
く
て
も
影

響
が
出
な
い
仕
事
を
す
る

際
に
、
一
時
的
に
在
宅
勤

務
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。対

象
は
、
総
務
な
ど
を

担
当
す
る
「
事
務
職
」
や

自
動
車
の
開
発
な
ど
を
担

う
「
技
術
職
」
の
う
ち
、

一
定
の
勤
務
年
数
を
経
た

「
指
導
職
」
と
呼
ば
れ
る

資
格
以
上
の
社
員
。
事
務

職
や
技
術
職
は
一
般
企
業

の
総
合
職
に
当
た
る
。
工

場
で
作
業
に
当
た
る
社
員

ら
は
含
ま
な
い
。

ト
ヨ
タ
単
体
の
社
員
数

は
約
７
万
２
千
人
。
対
象

と
な
る
指
導
職
以
上
の
人

数
は
約
１
万
３
千
人
に
上

る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
中

で
も
、
外
回
り
が
多
い
営

業
に
従
事
す
る
社
員
な
ど

は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
在

宅
勤
務
を
す
る
の
は
難
し

く
、
制
度
導
入
に
は
課
題

も
残
っ
て
い
る
。
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